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令和４年度 学校評価 
府中市立国府小学校 

※自己評価 ：評価基準に則り、４段階で評価し、記入する。 評価規準：100％以上＝４、 80％～100％未満＝３、 80％未満＝２、 60％未満＝１として記入する。※学校関係者評価：９月の自己評価に対して自己評価結果が、適正である：○、適正でない：×、適正かどうかわからない：△として記入する。 

 中期（３年間） 

経営目標 

短期（今年度） 

経営目標 （３／３） 
目標達成のための手立て 評価指標 

自己評価 学校関係者評価 改善計画 

3月 

評価 
結果と課題の説明 

3月 

評価 
意見等 改善案 

確
か
な
学
力 

学び合うこと

で、主体的・対

話的で「深い学

び」を実現す

る。 

基礎的・基本的な知識

及び技能を習得した

児童 

・帯タイムとしてOne Up Timeを設定し、基

礎的・基本的な学力の定着を図る。また、

個々の実態に合わせて学習内容を変えるこ

とで、思考力・判断力・表現力のさらなる

向上を目指す。 

・e ラーニング（タブレットドリル）を導入

し、一人一人が自分の習熟度に応じた学習

に取り組めるようにすることで、基礎的・

基本的な学力の定着を図る。 

      【教】 

★①全国学力・学習状況調査に

おいて全国平均正答率を上

回る。また、正答率の低かっ

た問題を 12 月に再実施し、

正答率70％以上にする。 

★②単元末テスト（国・算）平

均 85 点以上にする。また、

平均30点未満の児童を0％に

する。 

２ 

・One Up Timeで週に３回は基礎学習を、週に１回は活用

問題を続けたことにより漢字や計算力がついてきてい

る。個別指導のできるらんさぽの効果もあった。しか

し、思考力・判断力・表現力の向上には至っていない。

成果があった学級の指導方法や見取り方法の事例を全

体に広げていく。 

★①12月正答率70％以上：６学年中２学年 

★②85点以上 国語：84点、算数80点 

  30点未満 国語： 0％、算数1.5％ 

２ 

・思考力の育成のための読む・書くを従

来の読書・日記指導を通してしてほし

い。 

 

・ことばの時間と One Up Timeを継続して行ってい

く。 

・宿題と教科を連動させ、効果を高めていきたい。 

・体力つくりカードを活用して、体力つくり

への意識を高める。 

・体育委員会で、遊びや遊び方の紹介などで、

外遊びを推奨する。 

・体育科の授業改善を図り、夏季休業等を利

用して、実技研修を行う。 

 

【健】 

★①新体力テスト（小５）にお

いて16項目中10項目で全国

平均を上回る。 

★②児童アンケートにおいて

「体を動かすことが楽しい」

と回答する児童を 80％以上

にする。 ３ 

・体力向上の面では、アスレチック大会において、体育

の時間で練習の時間をとり、さまざまな体の動かし方

についての意識を高めることができた。また、５、６

年生の陸上記録会においても、児童の出場種目の練習

時間をとり、力をつけることができた、 

・児童会行事でドッジボール大会を開催し、各クラスが

休憩時間に練習に取り組むなど、体力向上への意識を

高めることができた。 

・授業改善においては、水泳の実技研修を行い、３年ぶ

りの水泳指導に備えることができた。 

★①新体力テスト（小５）16項目中3項目（19％）。 

★②児童アンケートにおいて「体を動かすことが楽しい」

と回答する児童が89％だった。（中間では84%） 

３ 

・アスレチック大会を続けていってほし

い。本気の中で育つものがある。 

・昼休憩の外遊びを進めてほしい。 

 

・体力向上の面では、運動会・アスレチック大会・

ドッジボール大会などの行事を通して、体力向上

の意識を高めていく。 

・日常の取り組みとしては、体力つくりカードや、

体育委員会、学級でのレクリエーション等を活用

しながら基礎体力の向上を推奨していく。 

・授業改善についても、夏季研修等を通して教職員

の技術向上に努める。 

 

 

深い学びにより、思考

力・判断力・表現力等

を習得した児童 

・子供たちの疑問や感想から、単元内で学習

する問いを決める。 

・単元末には、子供たちが決めた問いの有効

性を振り返らせ、次の学習へ繋げさせる。 

【研】 

★①「主体的で対話的で深い学

び」に関するアンケートで、

肯定的な回答をする児童を

80％以上（児童アンケート） 

★②「主体的で対話的で深い学

び」に関するアンケートで、

できていると判断できる児

童を80％以上（教師アンケー

ト） 

３ 

・児童アンケートで肯定的な回答が80％以上だった項目

は、８項目中７項目だった。「自分の考えを発表する時

には、自分の考えがうまく伝わるように、資料や文章、

話の組み立てなどを工夫して発表している」という質

問に対する肯定的な回答は77％だったが、９月からは

11％増加している。今後も主体的な学びに向けて授業

改善を続けていく必要がある。 

３ 

・考えをまとめる時間を取り、参考にな

るものを全体へ還元してほしい。 

 

・自分たちの問いをどのように解決していくのかを

児童自ら考えさせ、児童主体の授業を展開してい

たい。 

・他者と対話し、考えを深めて表現するために考え

をまとめる時間を確保して、発表させる。 

・対話の後や授業の終わりに振り返りを書く

時間を必ず設ける。 

・振り返りの視点を掲示することで、振り返

りの視点をもって学習内容や学習方法を

振り返ることができるようにする。 

 

【研】 

★①振り返りの視点をもって、

振り返りができる児童 80％

以上（児童アンケート） 

★②振り返りの視点をもって、

振り返りができていると判

断できる児童80%以上（教師

アンケート） 

３ 

・視点をもとに振り返りができている児童は、70％だっ

た。対話後に振り返りを書く時間を設けることで、問

いをもって対話したり、対話を通して新たな問いをも

ったりする児童が増えてきている。 ３ 

・具体的な振り返りの例を示す。各自の

成長した部分の評価をしてほしい。 

・振り返りの視点を見直して、全校に提示して授業

の終末と単元末に振り返りを行い、振り返りも拘

留させていく。 

豊
か
な
心 

自制心の向上

と自己肯定感

を育成する。 

勤労・奉仕の良さを実

感し、主体的に他者の

役に立とうとする児

童 

・そうじのはじめに黙視黙そうを行い、無言

掃除の意識化を図る。 

・無言で掃除をする児童を缶バッジによる表

彰を行い無言掃除の機運を醸成する。【生】 

★①「無言で掃除をしている」と

回答する児童90％以上（児童） 

★②「無言で掃除をしている」と

判断できる児童90％以上（教師） 

３ 

・「黙視黙そう」で個々の児童が、掃除の時間へと向かう
気持ちの切り替えの常軌的取組となっている。依然と
して無言掃除が十分でない状況が一部ある。 
★① 81％（前期比３pt↑） 
★② 76％（前期比５pt↑） 

３ 

・縦割り的な形で、高学年の活動を見せ

ていってほしい。 

 

・兄弟学年などを活用して、他学年とそうじをする

機会が作れるように検討する。 

相手を思いやり、自分

を大切にできる児童 

・自分から挨拶（レベル３）をする児童を缶

バッジによる表彰を行い、挨拶の機運を醸

成する。 

・学級や学年集団、及び全校の児童集団の関

係性を高め、集団に対する貢献感、適合感、

仲間意識を実感させる体験的で協働的な教

育活動の工夫・改善を図る。  

・校内の教育相談体制の充実を図る。  【生】 

★①児童アンケートにおいて「自

分から挨拶できる（レベル３）」

と回答する児童を80％以上にす

る。 

★②「自分にはよいところがあ

る」と回答する児童85％以上 

★③暴力行為、いじめ、長欠児童

に係る諸問題について、昨年度の

数値と比較して好転化する。 

３ 

・児童会執行部や委員会の活動と関連を図った。特に、あい

さつ運動、あいさつ宣言の取組に重点を置いた。あいさつ
に係る児童の意識は上がっている一方で、あいさつが十分
でない一部児童の状況が依然としてある。 

★① 80％（前期比17.9pt↑） 
・制約されていた状況から体験的、協働的な諸活動、諸
取組を徐々に行うことができ、集団のかかわりが授業

外でも取り入れることができている。 
★② 81％（前期比4.1pt↑） 

・いじめ、児童間トラブル、長欠・不登校、規範意識の

課題等の諸問題の要因を克服する学校の取組の徹底を
引き続き粘り強く継続していく必要がある。 
★③ 暴力行為３件（昨年度比＋３）、いじめ３件（昨

年度比＋１）長欠児童6名（＋５名） 

３ 

・大人からのあいさつが大事。 

・地域行事と連動してほしい。 

・子供たちがあいさつするようになって

いる。 

・今年度の「あいさつ宣言」に続く、個々の児童の

課題意識、変容意識を喚起する取組の工夫を行っ

ていく。 

・行事や児童会活動などの工夫により、体験的な活

動の充実を図ることを通して、児童間の交流を創

出し、自己肯定感、自己有用感を涵養できるよう

にしていく。 

・暴力行為、いじめへとつながる、軽微な児童間ト

ラブルを未然に防ぐ具体的な取組と、長期欠席・

不登校につながる児童の学習・生活・友達関係等

の困り感を受容する児童生徒理解に係る取組とし

て、生徒重点項目の指導の統一、共通認識を図る。 


